
書式第12号（法第28条関係）

1事業報告用

令和4年度 事 業報 告 書

特定非営利活動法人聴覚障害教育支援大塚クラブ

1 事業の成果

令和4年度上半期は新型コロナウイルス感染症の影響で対面での活動はかなり制限された。下半期から

は徐々に対面での活動を再開できた。コロナ禍の3年間でオンライン活動の有効性が認知され、対面活動

と合わせてオンラインでの活動も継続する。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 （事業費の総費用 【3929】千円）

定款事され業に名記た載 事業内容 日時 場所 従人事数者 対範受象益囲者 対受人晶数 事（千業円費） 

ろう学校等へのパソコン
大塚ろう

教育支援
ノートテイカー派遣 随時

学校
11 
在校生

多数 366 
事業

東京都等受託事業
東京学芸 教職員
大学

都立
障害を併せ有する 大塚ろう

在校生
聴覚障害児のための 通年 学校 40 

一般応募
多数 565 

学習活動ダンボ オンライ
ン

多様な子ども達の架け橋
プロジェクト

月1回
オンライ

6 
選抜

6 

゜チームチャレンジ ン 中萬生
UBSグループ受託事業

都立ろう学校支援事業 随時
法人

2 
PTA 

約 900 937 
事務局 会員

都立

子育て支援
東京都立大塚ろう学校 大塚ろう

事業
放課後子供教室 通年 学校 52 約 200 1464 

事業
東京都共催事業 オンライ

参加者

ン

東京都立葛飾ろう学校
都立
葛飾ろう

放課後子供教室
年 3回 学校 3 

在校生
多数 219 

文泉こどもクラプ 一般応募
実行委員会共催事業

オンライ
ン

サンサンカーニバル 都立 在校生
地域・健聴児との協同活動 12/10 大塚ろう 34 一般参加 約 200 80 
PTA等共催事業 学校 者



子育事て業支援
クリスマス

12/24 
都立 在校生

ファンパーティ2022
中止
大塚ろう

゜
一般参加

゜ ゜兄弟児との交流会 学校 者

聴覚障害者の 都立 新成人
新成人を祝う会 1/8 大塚ろう 20 一般参加 66 74 
PTA等共催事業 学校 者

相談支援
聴覚障害児のための

随時
聴覚障害

相談対象
事業

乳幼児教育相談
中止

ノi日し

゜ 者 ゜ ゜・家庭訪問支援 家庭訪問

聴覚障害児を持つ
都立

相談対象
母親学級

月2回 大塚ろう 2 
者 ゜ ゜学校

障害理解教育 全 17回
都立

一般応募
家族のための手話教室 大塚ろう

゜ ゜゜事業
中止 学校

者

全 17回
都立

一般応募
手話講習会（中級） 大塚ろう

゜ ゜゜中止 学校
者

都立

聴覚障害教育の
大塚ろう

随時 学校 2 広く 一般

゜
10 

アーカイブ作成
法人事務
局

普及啓発 ホームページの作成
随時
法人事務

2 広く 一般 多数 92 
事業 公開 所

指導者用DVD教材配布 随時
法人事務

2 広く一般 多数 1 
所

ダイバーシテイパーク
10月
新宿中央

3 広く 一般 多数 122 
2022への協力 公園

(2)その他の事業

当法人は定款の定めにより、特定非営利活動以外の事業を行っていません。



財産目録 （書式第17号） I事業報告用 I

令和4年度 活動計算書 （その他事業がな~場合）
特定非営利活動法人聴覚障害教育支援大塚クラブ

（単位：円）
科 目 令 額 小言十・合計

LA l 経常収益
1 受取会費
年会井入会合収入

2 受取寄附金 800. 072 
受取寄附金 800,072 

3 受取助成金等 1,328, 732 
放課後下供教室補助金（東京都） 999,732 
豊島区ウイズコロナ補助金（豊島区） 210,000 
問害者地域交流染会補助金（東京都） 39,000 
聴党障碍者の新成人を祝う会助成金（東京都立ろう学校 PTA連合会） 50,000 

4 事業収益 1,762,964 
教育支援事染収入 I, 004, 489 
売 1：戻り而 -50 
子育支援中業収入 448,640 
相談支援ギ業収入

聴党障害巾業収入

理解普及啓発ギ業収入 309,885 

5 その他の収益 235 
受取利息 37 
雑収入 198 

経常収益計 3,892,003 
【B】 経常費用
1 事業費
(1)人件費 1,334,040 
諸謝金 1, 334, 040 

(2)その他経費 2,956,619 
仕入点 826,941 
業務委託我 10,456 
通信井 299,713 
ドメイン維持管理井 91,837 
旅村滞在井 17,668 
旅性交通村 532,116 
ボ務消耗品井 720, ~ 18 
教材井 276,908 
賃借料 2,700 
保険料 10,000 
支払千数料 8,555 
減価債却巽 129,007 

事業費計 4,290,659 
2 管理費 ！ 

(1)人件費

(2)その他経費 326,993 
通信井 11 l, 483 
荷造連只 16,800 
接待父際井 33, 775 
中務消耗品井 138,215 
租税公課 600 
諸会牲 11, 900 
リース料 10,725 
支払千数料 495 

管理費計 326,993 
経常費用計 4,617,652 
当期経常増減額【A】-(B】 ... (1) -725 649 
【C] 経常外収益

経常外収益 計

【D】 経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額 [C]-[D] ・・・ （2）

税引前当期正味財栞渭減額 （1）+(2) ...(3) -725, 649 

法人税、住民税及びボ業税 ・・・ ④ l | 
前期繰越正味財産額 ・・・ ⑤ 2,304,457 

次難繰紐正味財産額 (3)-(4)+(5) 1 578 808 



書式第 16号（法第28条関係）

令和4年度 計算書類の注記 ［事業報告用

特定非営利活動法人聴覚障害教育支援大塚クラブ

1. 雷要な会計方針
計算書類の作成は、中小企業の会計に関する指針によっています。

（り 棚卸資産の評価基準及び評価方法

当法人は特定非営利活動事業以外の事業を行わないため、販売目的の資産は所有しない。

有償配布が可能な印刷物等について資産計上する際は、制作時の原価をもってこれを評価計算する。

(2) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産：定率法

無形固定資産：定率法
10万円以上20万円未満の固定資産：定額法

(3) 引当金の計上基準

当法人では引当金の計上基準の定めはなく、計上も行っていない。

(-1)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

現金授受を伴わないサービス等の会計処理は行っていない。

(5) 消贅税等の会計処理

当法人は消鉗税の納税義務が免除されている免税事業者により、税込経理方式によります。

2. 事業別損益の状況

科目 教育支援 子育支援 聴覚障害 普及啓発
事業部門計 符理部門

事業 事業 教育事業 事業

I 経常収益
I 受取会費
2. 受取寄附金 270,810 107,592 378,132 121,610 

3. 受取助成金等 l, 328, 732 l, 328,732 

4. 事業収益 1,001,189 448,610 309,885 1,763,011 

5, その他収益 -50 -50 

経常収益計 1,275,329 1,884,911 309,885 3,170,128 42 1, 640 
IT 経常喪用
(I) 人件費’

給料手当

諸謝金 261,800 1,069,210 l, 334, 040 

人件喪計 261,800 1,069,210 1,334,040 
(2) その他経好

仕人喬 621,695 80,621 121,625 826, 911 
業務委託喪 10,456 10,456 

通倍抒 67,138 383 67,521 111,183 
ドメイン維持管理費 91,837 91,837 
旅牲滞任抒 17,668 21,000 11,668 
旅抒交通喪 508,416 508,416 
修繕喪
接待交際喪 33,775 
広告宜伝牲

会議費
事務消耗品 96,160 623,958 720,118 138,215 
備品消耗品

教材抒 38,292 238,616 276,908 

賃借料 2,700 2,700 

保険料 10,000 10,000 

支払手数料 5,280 3,275 8,555 165 
減価償却喪

雑行

諸会喪 11,900 
荷造運賃 16,800 
リース料 10,725 
租税公課 600 

その他経抒計 1,290,811 1,080,308 224,301 2,595,420 326,663 

経常喪用計 1, 555, 611 2, 149, 548 221,301 3,929,160 326,663 

当期経常増減栢 -280,282 -264, 634 85,581 -159,332 91,977 

（単位 ：円）

合計

800,072 

1,328,732 

1,763,011 
-50 

3,891,768 

1, 334, 040 

1, 334, 040 

826,941 

10,456 

179,001 

91,837 

11,668 

508,416 

33, 775 

858,633 

276,908 

2,700 

10,000 

8,720 

11,900 

16,800 

10,725 

600 

2,922,083 

1, 256, 123 

-361, 355 



3. 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
（単りに円）

内容 金額 算定方法

4. 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残商の状況）は以下の通りです。
当法人の正味財産は 円ですが、そのうち 円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は 円です。

内谷 期首残晶 当期増加額 当期減少額 期末残晶
健聴児との共同活動 349,048 80,621 268,127 

合計 319,018 80 621 268,127 

5. 固定資産の増減内訳

科目 期酋取得価額 取得 減少 期末取得価額

有形固定資産
機械装置 5,868,074 5,868,074 

無形固定資産
なし
投資その他の資産
なし
合計 5,868,071 5,868,074 

6. 借入金の増減内訳
（単位：円）

目 期首残高 I 当期借入 I 当期返済 期末残尚
100,000 100,000 

2,000,000 2,000,000 

合計 2,000,000 I 100,000 I -I 2,100,000 

7. 役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

科目

（活動計百漬）

活動計算書計

（貸借対照表）
短期借入金
長期借人金
貸借対照表計

計上:戸 |内め詞

100,000 

2,000,000 
2,100,000 

100,000 

2,000,000 
z, 100,000 

備考
FITチャリティラン2015

（単位：円）
滅価i1ii却累計額 期末帳簿価額

5,658,933 209, 111 

5,658,933 209,141 

（単位：円）

8. その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費と管理費の按分方法
事務局の維持管理経費、事業貨に分類されない経貨を管理貨に配分
事業計画に基づいた経費を事業費に配分し、定率の按分はしていない

その他の事業に係る資産の状況
特定非営利活動以外のその他事業を行っていない



書式第 15号（法第28条関係）

令和4年度

和↓

[Al 資産の部

1 流動資産

現金

当座預金
普通預金

売掛金

流動資産合計 ・・・ ①

2 固定資産
(1)有形固定資産
機械及び装置

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産

店l'P資産合計 ・・・ ②

【A】資 産合計 ①十②

【B-1】 負債の部
1 流動負債

短期借入金

流動負債合計 ・・・ ③

2 固定負債

長期惜入金

固定負債合計 ・・・ ④

負債合計 ③十④

貸借対照表

【B-2】 正味財産の部
前期繰越止味財産額

当期正味財産増減額
正味財産合計

【B】 負 債 及 び正味財産合計

1事業報告用 I

特定非営利活動法人聴覚障害教育支援大塚クラブ

（単位 ：円）
日 4 額 Ilヽ 言十・合計

I 

80 
62,809 
3,323,882 
82,896 

3,469,667 

209,141 

209 141 

3,678,808 

100,000 

' 100,000 

2,000,000 

l 2,000,000 

i 2. 100,000 
i 

2,304,457 
-725,649 

1 578 808 

【B-1】+【B-2】 3,678,808 



書式第 17号（法第28条関係）
［事業報告用

令和4年度 財産目録
特定非営利活動法人聴覚障害教育支援大塚クラブ

（単位：円）
科 目 令 額 小 計 合 計

lAl 資産の部
1 流動資産 I 

I 

現金預金
手元現金 80 
普通預金 みずほ銀行 2,247,683 
普通預金 みずほ銀行決済口座

普通預金 巣懇信用金庫 380,098 I 
普通預金 ゆうちょ銀行 696, 101 
当座預金 ゆうちょ銀行 62,809 

3, 386, 771 

売掛金
国寸大学法人 束京学芸大学 63,800 
東京都中部学校経常支援センター 19,096 

82,896 
流動資産合計 ・・・ ① I I 3,469,667 
2 固定資産 I 
(1)有形固定資産 I 
機械装置
機械装置 大型液晶モニター 1 
機械装置 プリンター複合機 1 
機械装置 プリンター複合機 137,261 1 
機械装置 ワークステーション
機械装置 液晶プロジェクター 1 I 
機械装置 プロッター 1 
機械装置 一眼レフカメラ 71,875 

I 209,141 I 

(2)無形固定資産 I 
l 

l 

(3)投資その他の資産 I 
， 

I 
匡I'. 資産合計 ・・・ (2) 209 141 

【A】資 産合計 ①十② i 
I 

3,678,808 

[B-1】 負憤の部 I 
1 流動負債

| 

短期借入金

高山嘉通 100,000' 

流動負債合計 ・・・ ③ l 
100,000 

100,000 
2 固定負債 I 

長期借入金 I 
濱崎久美子 2,000,000 

2,000,000 
居I~ 打負債合計 ・・・ ④ 2 000 000 

【B-1】負債合計 ③十④ | ＇ ， 
2,100,000 

I 

【B-2】正味財産合計 【A】-【B-1】 1,578,808 


